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低酸素化の動向と水質や生態系への影響把握

琵琶湖流域生態系の保全・再生に向けて
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北湖深水層と湖底環境の把握（調査解析１）

　北湖深水層では、今後、低酸素化の発生頻度

が高まる可能性があります。特に地球温暖化の

進行が懸念される中で、水質や生態系への影響

を詳細に把握し、知識基盤として蓄積すること

で、科学的知見に基づく低酸素化対策の必要性

や妥当性の検討あるいは評価につなげていく必

要があります。
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深湖底の低酸素化発生頻度の高まり

底質中の栄養塩や重金属の溶出状況の監視
と深層部の水質に及ぼす影響の解明

深水層の水温、溶存酸素濃度変化の監視と
低酸素メカニズムの解明

琵琶湖深水層低酸素化と生物の関係究明

低酸素化対策を効果的、効率的に検討するための、科学的知見に基づく対策の必要性の評価を可能にする

　　　　琵琶湖（北湖）湖底 90mの
アナンデールヨコエビ（黒）とビワオオウズムシ（茶）

　北湖深水層における低酸素化の動向と水質や生態系への影響を把握するため、気象や気候要因と溶存酸素濃
度の変動との関係や今後予測される低酸素状況のシナリオを整理します。
　また、シナリオに応じて、底質からの栄養塩や重金属の溶出と水質や生物群集への影響を評価し、低酸素化
が進行した場合の論点を整理します。

 [ キーワード：気象変動，重金属等の溶出，生態系（底生動物・バクテリア）影響 ]

[ 深水層および底質の把握と今後の低酸素状況予測 ]
　・鉛直方向の継続的な水質定点観測により、長期的な変動を監視するとともに、重金属や栄養塩等の底泥か
　　らの溶出状況を併せて把握します。
　・北湖深底部付近の水温や溶存酸素濃度、流動の自動連続観測により、気象変動が低酸素化現象のメカニズ
　　ムに与える影響を把握するとともに、定点観測結果と合わせて今後予測される低酸素状況を整理します。
　　　　サブテーマ名「琵琶湖水深別水質調査と湖底環境の把握」
　　　　　　　　　　  「気象変動が湖水の動態および深水層低酸素状態に与える影響のメカニズム解明」

[ 低酸素状態の生態系への影響評価 ]
　・北湖深底部における底泥の採集や水中ロボット観測による底生生物やバクテリアの生物量を把握します。
　・バクテリアを分子生物学的に定量化する手法を開発し、群集組成等の変化と溶存酸素濃度の低下との関係
　　を把握します。
　・今後予測される低酸素状況のシナリオに応じた生態系影響を評価するため、生物の生息量や湖底に蓄積す
　　る有機物負荷量を推定します。
　　　　サブテーマ名「北湖深水層の低酸素化と生物の関係解明」
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